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根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

道路法

2

平成１２年度以前 担当係

都市基盤

側溝等の老朽化による破損や排水不良を補修・再整備し、安全な道路環境を持続させる。

・道路の機能を保全し交通の安全を確保するため、側溝等の補修・再整備を測量設計委

託、請負工事により実施する。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

○直接経費の内訳

【委託業務内容】　　（委託料：３６，８０４千円）
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維持係
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平成３０年度以降

道路
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担当課

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

道路整備を進める

事業番号 235

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート
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担当部事務事業名 《道路側溝補修事業》

会計区分 事業類型 施設整備系一般会計

直接実施・

運営

87 委託 13

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ22決算額

275,600

1.07

5,691

96.5

286,281

15,000

00

14,436

0.960.93
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トトトト

財

源

（手段）

従事者数

従事者数

その他職員

0.97

人件費

人件費

Ｈ21決算額

【委託業務内容】　　（委託料：３６，８０４千円）

測量設計委託　４１路線 L= ４，３７５ｍ

【工事内容】　　（工事請負費：２４９，４７７千円）

側溝整備工事等　６９路線　L=４，４３７m

無

Ｈ24予算額Ｈ23決算額

その他財源

281,942

16,600

対前年比

費

用

直接経費

正職員

費用合計

293,383 261,523

受益者負担

0

266,469

89.2

264,469

2,000

一般財源

国・県支出金

298,542

0

0

291,387

109.3

276,951

5,1065,159

0.00

0

4,946

0.00 0.00

0

0.00

0

266,291

281,291



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

3,605

H24

ｍ

住民からの要望による側溝等の整備を計画目標を立て実施することにより、安全で

快適な道路環境の維持が図られている。

ｍ

4,969 4,044

H22

3,6054,630 4,040

H24H23

成果指標名

側溝補修延長

4,630

活動指標名

側溝補修延長

H23

4,911

4,437

H21

4,969

H21

4,040

4,044 4,437

4,911
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事業の

達成状況

235事業番号

一次評価のとおり。

改善案等

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

道路側溝の整備は、安全で快適な道路環境を維持する上で不可欠であるため、廃止

を行えば道路環境の悪化につながることになると考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

市民ニーズを十分に把握し、国からの補助金を充当することで事業費を抑え、事業の

実施をしていく。

道路側溝の整備と連動して、未登記処理を進めることで、道水路敷地の適正な管理

を進める必要がある。

今後も継続して、道路の安全で快適な環境を維持していく必要があるため,現状維持とした。

方向性の判定


